
質問の解説
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※ご心配な方はぜひ歯科医院、栄養士などの専門機関へご相談下さい。

悪化した時にやっと歯医者さんにかかることで手遅れになっていることも多くあります。もっと早く発

見し治療が出来れば大事に至らなかったのにと歯医者さんは感じています。

出血や痛みは歯周病の大事なサインです。自己判断で野放しにしてしまい悪化させてしまうことが多い

です。

グラグラしているのには原因があります。歯を固定したり、高さを調整することで改善する可能性もあ

ります。

歯ブラシは虫歯予防だけではなく感染症防止にも有効的です。

指輪っかテストを行うことで、筋力量を実感して生活習慣や食事の内容、運動を見つめなおすきっかけ

にして下さい。

口の乾きは自覚がないことが多く、味が感じにくい、パサパサした物が食べずらいなどがサインとなり

ます。口の乾燥は虫歯や歯周病の進行を早めたり、口の中を痛めやすくなります。

嚥下レベルがわかることで「食べたい物を食べる」に向けたＱＯＬの維持、向上が期待できます。

低栄養に該当した場合は食事の量や内容を見直すキッカケにして下さい。チーズなどを一品増やすだけ

でも違いが出るかもしれません。

柔らかい物が多いと認知症リスクや免疫力低下にも繋がります。柔らかい物は炭水化物が多いので栄養

の偏りも心配されます。

普段はどのような食事が多いのか知ることが疾患との関連の気づきになるかもしれません。

サルコペニアの危険性がわかる「指輪っかテスト」ＢＭＩ早見表
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